
※都市農地の貸借の円滑化に関する法律や特定農地貸し付けに関する農地法
　等の特例に関する法律に基づく貸借に限る。

今までどおり、
農地評価・農地課税

特定生産緑地に
指定する場合

特定生産緑地に
指定しない場合

（生産緑地地区は継続）

特定生産緑地及び生産緑地地区に指定されている限り、
建築物の制限や肥培管理義務等は継続

５年間で段階的に
ほぼ宅地並み課税

いつでも買取申出が可能

固定資産税等
の評価

買取申出
の条件

（生産緑地の解除）

指定期間 10年間 生産緑地地区として継続

継続方法

相続税の
納税猶予

建築物の制限
や肥培管理等

現世代は納税猶予の適用が
継続し、次世代は適用を受け
るか選択可能

10年毎に継続を検討。継続す
る場合は、改めて指定の手続
きが必要

・主たる従事者の死亡
・主たる従事者の故障
・特定生産緑地の指定から
　10年経過

現世代は納税猶予の適用が
継続するが、次世代は適用
されない

貸借地※ 納税猶予の適用は継続

̶

時期

9月～10月

令和元年
8月～9月

説明会案内・到来通知
指定意向調査票を所有者へ送付

申請随時受付

制度説明会の開催

10月～

市

市・農業者

市・農業者

主体 内容

－ １ －

平
成
４
年
以
降
に
指
定
さ
れ
た
生
産

緑
地
の
特
定
生
産
緑
地
へ
の
指
定
手
続

き
が
始
ま
り
ま
す
。
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
よ
く
確
認
し
、
確
実
に
手
続
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
緑

地
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
30
年
を
経
過
し

て
し
ま
う
と
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
行
わ
れ
る
制
度
説
明
会
や
市
か

ら
の
通
知
の
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
指
定
を
受
け
る
か
ど
う
か
、
今
の

う
ち
か
ら
検
討
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
で
は
、
市
・
都
市
計
画

課
と
連
携
し
な
が
ら
情
報
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

・
平
成
４
年
以
降
に
指
定
さ
れ
た
生
産

緑
地
が
対
象

・
指
定
か
ら
30
年
を
経
過
す
る
前
に
指

定
申
請
が
必
要

　
（
自
動
で
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
）

・
対
象
者
に
は
市
か
ら
通
知
予
定

・
い
つ
ま
で
に
指
定
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
準
備
し

て
お
く
こ
と
が
重
要

・
納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い
る
農

地
に
つ
い
て
も
手
続
き
が
必
要
（
受

け
な
い
と
次
世
代
へ
の
相
続
時
に
納

税
猶
予
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
）

特 

定 

生 

産 

緑 

地 

制 

度

〜
指
定
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す
〜

ま
と
め

■特定生産緑地のスケジュール表
（平成4年に指定された生産緑地の場合）

農業委員会だより
西東京市の風と緑～

令和元年（2019年）６月
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住所：西東京市中町1－5－1
TEL：042－438－4044（直通）

西東京市
農産物キャラクター
「めぐみちゃん」



－ ２ －

　「
第
60
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農

業
者
大
会
」
及
び
「
平
成
30
年
度
北
多

摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
優
秀
農
業

経
営
者
表
彰
式
」
に
お
い
て
、
市
内
の

農
業
者
の
皆
さ
ま
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

第
58
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
　
野
菜
部
門

冨
岡
　
誠
一
　
様

中
町
六
丁
目

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
光
栄
で
す
。
今
後
は
、
農
業
体
験
農

園
で
地
域
の
方
に
農
業
の
必
要
性
を
広

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

第
38
回
農
業
後
継
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・
東
京
都
農

業
会
議
会
長
賞

矢
ケ
崎
　
泰
幸
　
様

向
台
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
銀
賞

　
　
　
　
　
　
濵
中
　
昇
一
　
様

　
　
　
　
　
　
東
町
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
種
類
名
：
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム

「
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。誠
に
光
栄
で

す
。今
後
も
、良
品
質
で
ロ
ン
グ
ラ
ン
商

品
の
花
き
生

産
を
目
標
に

市
場
出
荷
等

に
更
に
力
を

入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
銅
賞

　
　
　
　
　
　
北
島
　
徹
　
様

　
　
　
　
　
　
富
士
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
種
類
名
：
ア
イ
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム

「
出
品
作
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

ア
イ
ビ
ー
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
の

利
用
を
考
え

て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お

り
ま
す
。」

第
68
回

関
東
東
海
花
の
展
覧
会

受
賞
者

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
光
栄
で
す
。
こ
の
賞
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
こ
れ
か
ら
も
貪
欲
に
農
業
に
対

し
真
摯
に
向
き
合
い
努
力
し
続
け
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
今
ま
で
ど
お
り
最
新

品
種
の
ぶ
ど
う
の
生
産
に
努
力
し
続

け
、
歴
史
を
続
け
、
歴
史
を
生
か
し
な

が
ら
現
代
ナ
イ
ズ
ド
し
た
魅
力
的
な
直

売
農
園
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。」

平
成
30
年
度
農
業
功
労
者
表
彰

農
業
功
労
者
感
謝
状

濱
野
　
喜
美
江
　
様

芝
久
保
町
三
丁
目

「
こ
の
た
び
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
農
業
、
必
要
と
さ
れ
る

農
産
物
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。」

平
成
30
年
度
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会

連
合
会
　
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

下
田
　
秀
機
　
様

保
谷
町
五
丁
目

「
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
関
係

各
位
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
を
代
々
引
き
継
ぎ
、
農
地
を
大
切

に
守
り
続
け
た
結
果
の
受
賞
と
私
は
考

え
ま
す
。
自
分
の
立
ち
位
置
は
あ
く
ま

で
も
中
継
ぎ
と
思
っ
て
お
り
、
難
し
さ

は
あ
り
ま
す
が
創
意
工
夫
を
も
っ
て
次

世
代
に
都
市
農
業
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。



各種肥料（堆肥、有機質肥料、
フェロモントラップ剤）の購
入費用の一部を補助

農産物等を販売する際に用い
る資材（市農産物キャラクター
めぐみちゃんを表示したもの）
の購入費用の一部を補助

認定農業者が経営改善を図
るために必要な農業用機械
の購入経費、ハウス等の整備
経費の一部を補助

農地等を相続又は受贈により取得した方が、相続税
の納税猶予の特例の適用を受けるための証明。
終生営農することが要件の一つとなっており、原則、
途中での離農ができません。
農業委員会定例総会で許可を受けることが必要。

生産緑地の買取申出を行う場合に添付書類として
必要となる証明。買取申出を希望する場合、市・都市
計画課へ亜問い合わせください。
農業委員会定例総会で許可を受けることが必要。

農作物栽培高度化施設の設置において、農地をコン
クリート等で覆う行為について、農地転用に該当し
ないものとするための必要な届出。

生産緑地を対象として、農地の貸借を可能とするも
の。相続税納税猶予の適用を受けている農地におい
ても農地の貸借が可能となります。
貸借にあたっては、市長による事業計画の認定が必要。

農地の所有権を移転する場合に必要な手続き。農業
委員会定例総会で許可を受けることが必要。

相続税納税猶予に関する
適格者証明

定例総会 （例
月20日前後）
の前月最終営
業日まで

定例総会 （例
月20日前後）
の前月最終営
業日まで

定例総会 （例
月20日前後）
の前月最終営
業日まで

定例総会 （例
月20日前後）
の前月最終営
業日まで

税務署から通
知があり次第、
随時

引き続き農業経営を行っ
ている旨の証明

生産緑地に係る農業の主
たる従事者証明

都市農地貸借円滑化法に
基づく農地の貸借

２による特例の適用を継続させるため３年ごとに
必要となる手続。税務署から文書で通知があります。

所有権を自身に残したまま、農地を転用する場合に
必要な届出。

農業体験農園開設に係る費
用の一部を補助

安全安心農業推
進事業

１世帯１年間
で１回のみ

１世帯１年間
で１回のみ

認定農業者に個
別にお知らせを
送付（未補助・
新規の認定農業
者優先）

開設予定日の前
年度９月末まで

市産農産物等活
用推進事業

認定農業者経営
改善支援事業

農業体験農園に
関する補助

事業名 内　容 補助率 備　考

２分の１

３分の２

２分の１

２分の１

補助上限額

３万円
※認定農業者は

６万円

２万円
※認定農業者は

４万円

20万円

200万円

問い合わせ先
（連絡先）

市・産業振興課
（042-438-4044）

１

２

３

４

１

２

３

４

５

６

７

８

９

手続名

農地法第３条

農地法第３条の３ 相続により農地を取得した場合に必要な届出。

所有権の移転を伴う農地転用を行う場合に必要な届出。

農地法第４条

農地法第43条、第44条

農地法第５条

内　容 期　限現地調査立会有無

有

有

有

有

無

無 随時

無 随時

無 随時

無 随時

■東京都の採択によって行われる補助事業
【都市農業活性化支援事業補助金】 東京都「都市農業活性化支援事業」を活用し、認定農業者（３軒以上）が施工する農業用生産施設（パ
イプハウス、果樹棚等）や、栽培関連施設（かん水システム等）、生産機械（保冷庫等）の整備に係る費用を補助。
【都市農地保全支援プロジェクト補助金】 東京都「都市農地保全支援プロジェクト事業」を活用し、土留め工事や防薬シャッター、防災
兼用農業用井戸、簡易直売所の整備等の補助。
※詳しくは市・産業振興課までお問い合わせください。

市
の
各
種
補
助
事
業
は
、
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
法
等
の
規

定
に
基
づ
く
各
種
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

－ ３ －

農
業
委
員
会
で
取
り
扱
っ
て
い
る
手

続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
取
り
扱
う

手
続
き
に
つ
い
て

市
内
の
農
業
者
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る

補
助
事
業
に
つ
い
て

■補助事業一覧

■各種手続き一覧



「マルシェ・ド・ソワレ」の様子

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
26
号
は
、

平
成
か
ら
令
和
へ
の
改
元
後
、
初

め
て
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
と
な
り

ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
農
業
委
員
会
で
は
、
今
後

も
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
お
役
に
立
て

る
よ
う
各
種
制
度
の
ご
案
内
や
市

民
と
農
業
と
の
距
離
を
近
づ
け
る

た
め
の
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

編
集
委
員
一
同

－ ４ －

現
在
、
市
で
は
、
直
売
所
を
設
置
し

て
い
る
市
内
農
業
者
の
皆
様
の
情
報
を

市
H
P
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、「
ぜ
ひ
う
ち
の
直

売
所
情
報
を
H
P
に
掲
載
し
て
ほ
し

い
！
」
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
市
産
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
農
業
者
の
方
に
ハ
ク
ビ
シ

ン
を
捕
獲
す
る
箱
わ
な
の
貸
出
し
を
、

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
設
置
期
間
は

二
週
間
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
捕
獲
後

の
回
収
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境

保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
農
産
物
の
直
売
所
を
経
営
さ

れ
て
い
る
農
業
者
の
方
に
、
の
ぼ
り
旗

を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

の
ぼ
り
旗
を
活
用
し
て
自
慢
の
農
産

物
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
！
ご
希
望

の
方
は
、
保
谷
庁
舎
３
階
の
産
業
振
興

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
１
月
に
、
農
業
委
員
の
改

選
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
頃
、

募
集
要
領
等
に
つ
い
て
市
報
等
に
掲
載

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

不
適
切
な
肥
培
管
理
に
よ
る
雑
草
の

繁
茂
は
、
近
隣
住
民
の
迷
惑
や
苦
情
等

が
起
こ
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
適

５
月
28
日
（
火
）
農
業
委
員
会
が
農

業
者
の
代
表
と
し
て
、
市
議
会
と
の
意

見
交
換
や
圃
場
見
学
等
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
市
議
会
議
員
11
名
と
農
業

委
員
16
名
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交

換
や
西
東
京
市
の
農
業
に
関
す
る
番
組

の
視
聴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
圃
場
見
学

は
、
南
町
の
植
木
の
生
産
販
売
、
造
園

業
を
経
営
さ
れ
て
い
る
新
倉　
健
治
・

恭
治
様
の
圃
場
と
南
町
の
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
、
ル
ッ
コ
ラ
な
ど
ハ
ー
ブ
栽
培
を
さ

れ
て
い
る
新
倉　
庄
次
郎
・
正
恵
・
大

次
郎
様
の
圃
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
地
産
地
消
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
に
、「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん

メ
ニ
ュ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
内
農
業
者
及
び
商
工
業
者

の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

平
成
31
年
３
月
末
時
点
で
199
メ
ニ
ュ
ー

を
「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
つ
い
て
も
、「
市
民
と
農

業
者
の
交
流
」
を
意
識
し
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
市
内
の

農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
農

業
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
の
ぼ
り
旗
は
、
一
般
の
方
に
は
配

布
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。）

切
な
農
地
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
に
夏
期
は
、
蚊
な
ど
の
害
虫
も
多

く
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

肥
培
管
理
に
つ
い
て

市
議
会
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

の
ぼ
り
旗
に
つ
い
て

編

集

後

記

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん

メ
ニ
ュ
ー
事
業
に
つ
い
て

直
売
所
情
報
の
市
H
P
へ
の

掲
載
に
つ
い
て

（
掲
載
希
望
の
農
業
者
募
集
）

ハ
ク
ビ
シ
ン
、ア
ラ
イ
グ
マ
の

捕
獲
器
の
貸
出
に
つ
い
て


